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２
月
14
日（
火
）か
ら
15
日（
水
）ま
で
の
間
、
大
高
根
演
習
場（
村

山
市
）及
び
西
訓
練
場
に
お
い
て
「
令
和
４
年
度
第
４
次
基
礎
と
な

る
部
隊
の
訓
練
検
閲
」を
実
施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
第
２
中
隊（
中
隊
長　

天
間
１
尉
）が
受
閲
し
、

課
目
「
ス
キ
ー
行
進
に
引
き
続
く
、
遊
撃
活
動
等
を
命
じ
ら
れ
た
連

隊
内
予
備
中
隊
と
し
て
の
行
動
」に
お
け
る
部
隊
の
基
本
的
行
動
等

に
つ
い
て
評
価
し
た
。

訓
練
開
始
に
先
立
ち
、
13
日（
月
）、
庁
舎
舎
後
に
お
い
て
隊
容

検
査
が
行
わ
れ
、
統
裁
官（
連
隊
長　

荒
木
１
佐
）は
「
指
揮
の
要
訣

の
具
現
化
・
実
践
」「
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の
基
礎
動
作
の

確
行
」「
健
康
管
理
・
安
全
管
理
の
徹
底
」の
３
点
を
要
望
し
、「
中
隊

長
を
核
心
と
し
全
隊
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
任
務
に
邁
進
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。」と
訓
示
を
述
べ
た
。

14
日
早
朝
、
状
況
開
始
と
と
も
に
観
音
橋
南
側
か
ら
演
習
場
内
の

集
結
地
に
向
け
て
ス
キ
ー
行
進
を
開
始
し
た
。
時
折
吹
雪
と
な
る
状

況
の
中
、各
隊
員
は
行
進
計
画
に
基
づ
き
整
斉
と
行
進
を
実
施
し
た
。

同
日
の
夕
方
に
は
、
集
結
地
を
占
領
し
、
偵
察
活
動
及
び
宿
営
準
備

に
取
り
掛
か
っ
た
。
ま
た
、
迫
撃
砲
小
隊
は
約
４
ｍ
の
積
雪
を
も
の

と
も
せ
ず
、
地
面
ま
で
掘
り
出
し
射
撃
陣
地
を
構
築
し
、
正
確
な
火

力
発
揮
を
可
能
に
し
た
。

15
日
早
朝
、
第
１
小
隊
は
各
分
隊
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
敵
施

設
の
襲
撃
か
ら
離
脱
ま
で
の
一
連
の
行
動
を
実
施
、
第
２
・
第
３
小

隊
は
道
路
爆
破
を
速
や
か
に
完
遂
し
、
大
高
根
演
習
場
か
ら
の
離
脱

を
開
始
し
た
。
離
脱
の
際
に
は
、
雪
崩
に
よ
る
負
傷
者
が
発
生
と
の

想
定
が
付
与
さ
れ
た
が
、
迅
速
に
第
一
線
救
護
及
び
後
送
の
処
置
を

実
施
し
、
次
の
任
務
に
向
け
離
脱
を
完
了
し
た
。

引
き
続
き
、
連
隊
内
予
備
中
隊
と
し
て
段
列
地
域（
駐
屯
地
西
訓

練
場
）の
防
護
任
務
を
付
与
さ
れ
る
や
い
な
や
、
敵
の
兆
候
を
察
知

し
、
ス
キ
ー
の
機
動
力
及
び
小
銃
小
隊
の
火
力
発
揮
を
も
っ
て
適
切

に
対
応
し
た
。

検
閲
間
、
降
雪
や
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
、
夜
間
に
は
気
温
マ
イ
ナ

ス
10
度
を
下
回
る

過
酷
な
環
境
下
で

あ
っ
た
が
、
全
隊

員
が
与
え
ら
れ
た

任
務
に
対
し
全
力

で
取
り
組
み
、
第

２
中
隊
は
見
事
任

務
を
完
遂
し
た
。

２
月
25
日（
土
）、
酒
田
市
武
道
館
に
お
い

て
行
わ
れ
た「
４
機
関
合
同
公
務
員
職
場
紹
介
」

に
お
い
て
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
が
実
施

す
る
自
衛
隊
職
場
紹
介
に
協
力
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
衛
隊（
自
衛
隊
山
形
地

方
協
力
本
部
・
20
連
隊
）、
海
上
保
安
庁
、
警
察
、

消
防
の
４
機
関
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力

を
紹
介
し
た
。
連
隊
か
ら
は
第
２
中
隊
の
６
名

が
協
力
し
、
参
加
し
た
21
名（
中
・
高
・
大
学
生
）

に
対
し
て
部
隊
活
動
紹
介
及
び
人
命
救
助
シ
ス

テ
ム
の
展
示
説
明
を
実
施
し
た
。

連
隊
は
本
イ
ベ
ン
ト
協
力
を
通
じ
、
地
域
住

民
等
の
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
の
促
進

と
親
近
感
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
月
３
日（
金
）か
ら
11
日（
土
・
祝
）ま
で

の
間
、最
上
町
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場
国
体
コ
ー

ス
、
上
山
市
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
場
及
び
山
形
市
ア
リ
オ
ン
テ
ッ
ク
蔵
王

シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
行
わ
れ
た「
令
和
４
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第
72
回
全
国
高
等

学
校
ス
キ
ー
大
会
」に
人
員
72
名
、
車
両
13
両

を
も
っ
て
協
力（
詳
細
は
別
表
）し
た
。

本
大
会
協
力
で
は
、
本
部
管
理
中
隊　

梅

村
曹
長
、
第
３
中
隊　

大
石
曹
長
、
重
迫
撃

砲
中
隊　

木
村
１
曹
が
そ
れ
ぞ
れ
長
と
な
り

３
コ
協
力
隊
を
編
成
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
、
ジ
ャ

ン
プ
競
技
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
の
会

場
準
備
、
大
会
運
営
に
協
力
し
た
。

各
協
力
隊
は
、
準
備
期
間
か
ら
大
会
当
日

ま
で
の
終
始
を
通
じ
、
大
会
役
員
と
の
綿
密

な
調
整
を
実
施
し
、
各
人
が
与
え
ら
れ
た
任

務
に
整
斉
と
取
り
組
ん
だ
。
各
会
場
、
隊
員

の
献
身
的
な
作
業
の
成
果
も
あ
り
、
大
会
前

日
ま
で
に
会
場
準
備
を
完
了
さ
せ
、
万
全
の

態
勢
で
各
県
の
選
手
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。競

技
本
番
は
、
突
風
や
大
雪
な
ど
急
変
す

る
山
の
厳
し
い
天
候
で
あ
っ
た
が
、
協
力
隊

は
会
場
・
コ
ー
ス
の
維
持
管
理
、
各
係
業
務

な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
任
務
に
一
生
懸
命
取

り
組
み
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
高
校
生
た
ち

の
競
技
を
支
え
、
大
会
は
成
功
裏
に
終
了
し

た
。

【
優
秀
隊
員
紹
介
】

　
・
中
隊
本
部　
　
　

３
曹　

丸
子　

大
和

　
・
第
１
小
隊　
　
　

３
曹　

志
鎌　

嘉
徳

　
・
第
２
小
隊　
　
　

３
曹　

鈴
木　

康
平

　
・
第
３
小
隊　
　
　

士
長　

柿
㟢　

寛
栄

　
・
迫
撃
砲
小
隊　
　

２
曹　

笠
原　
　

篤

　
・
狙
撃
班　
　
　
　

２
曹　

斉
藤　

哲
也

場
所
・
種
目

期　

間

協
力
人
員
・
内
容

最
上
町
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー

場
国
体
コ
ー
ス
（
ア
ル
ペ

ン
競
技
）

２
月
３
日
（
金
）
か
ら

１１
日
（
土
）
ま
で

・
協
力
隊
長
／
本
部
管
理
中
隊　

梅
村
昌
和　

曹
長 

以
下
３０
名　

車
両
６
両

・
協
力
内
容
／
会
場
係
、
旗
門
係
、
コ
ー
ス
係

上
山
市
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
（
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
、

コ
ン
バ
イ
ン
ド
競
技
）

２
月
６
日
（
月
）
か
ら

１１
日
（
土
）
ま
で

・
協
力
隊
長
／
重
迫
撃
砲
中
隊　

木
村
孝
太
郎　

１
曹　

以
下
２１
名　

車
両
４
両

・
協
力
内
容
／
ス
タ
ジ
ア
ム
係
、関
門
係
、コ
ー
ス
保
全
係
、

前
走
係（
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
訓
練
隊
が
実
施
）

山
形
市
ア
リ
オ
ン
テ
ッ
ク

蔵
王
シ
ャ
ン
ツ
ェ
（
ジ
ャ

ン
プ
競
技
、
コ
ン
バ
イ
ン

ド
競
技
）

２
月
３
日
（
金
）
か
ら

９
日
（
木
）
ま
で

・
協
力
隊
長
／
第
３
中
隊　

大
石
賢
治　

曹
長 

以
下
２１
名　

車
両
３
両

・
協
力
内
容
／
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
係
、
イ
ン
ラ
イ
ン

係
、
気
象
係

「４機関合同公務員「４機関合同公務員
職場紹介」に協力職場紹介」に協力

「令和４年度全国高等学校総「令和４年度全国高等学校総
合体育大会第72回全国高等合体育大会第72回全国高等
学校スキー大会」に協力学校スキー大会」に協力

積雪寒冷地における積雪寒冷地における

作戦遂行能力の確認作戦遂行能力の確認

「「令和４年度令和４年度
第４次基礎となる部隊の訓練検閲」を実施
第４次基礎となる部隊の訓練検閲」を実施

人命救助システムの展示説明人命救助システムの展示説明

コース整備（ジャンプ）コース整備（ジャンプ） バイアスロン訓練隊による前走（クロスカントリー）バイアスロン訓練隊による前走（クロスカントリー）

バックストップの構成（アルペン）バックストップの構成（アルペン）

段列地域を防護段列地域を防護

負傷者の後送負傷者の後送

襲撃襲撃

夜間も工事を実施夜間も工事を実施

スキー行進スキー行進

人員72名
、

人員72名
、

車両13両
が

車両13両
が

協力協力



２
月
22
日（
水
）、
天
童
高
原
ス
キ
ー
場（
天
童
市
）に
お

い
て「
令
和
４
年
度
連
隊
ス
キ
ー
競
技
会
」を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
ス
キ
ー
機
動
に
係
る
練
度
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
部
隊
の
士
気
高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。
競
技
は「
ア
キ
オ
曳
行
」、「
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
」、「
個
人
機
動
」、「
分
隊
断
郊
」の
４
種
目
に

よ
り
実
施
さ
れ
た
。

競
技
会
に
先
立
ち
、
21
日（
火
）駐
屯
地
に
お
い
て
開
会

式
が
行
わ
れ
、
統
裁
官（
連
隊
長　

荒
木
１
佐
）は
、「
勝
利

を
追
求
せ
よ
」「
中
隊
の
団
結
強
化
」「
安
全
管
理
・
健
康
管
理
」

と
要
望
事
項
を
述
べ
た
。

競
技
会
は
「
ア
キ
オ
曳
行
」か
ら
行
わ
れ
、
各
中
隊
の
代

表
４
名
１
組
一
個
チ
ー
ム
が
約
60
㎏
の
ア
キ
オ（
自
衛
隊
の

荷
物
運
搬
用
の
ソ
リ
）を
曳
行
し
た
。
コ
ー
ス
の
途
中
に
は
、

通
称
「
激
坂（
げ
き
ざ
か
）」と
呼
ば
れ
る
登
坂
困
難
な
箇
所

が
あ
り
選
手
を
苦
し
め
た
が
、
チ
ー
ム
で
息
を
合
わ
せ
一
歩

一
歩
登
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

次
に
行
わ
れ
た
「
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
」は
、
ス
キ
ー
機
動
と

空
包
射
撃（
交
戦
戦
闘
装
置
バ
ト
ラ
ー
を
使
用
）を
用
い
て

的
を
射
倒
さ
せ
る
競
技
形
式
の
下
、
各
中
隊
代
表
５
名
の

リ
レ
ー
方
式
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
射
撃
を
外
す
と
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
（
追
加
の
50
ｍ
滑
走
）が
あ
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や

息
切
れ
等
で
照
準
が
困
難
な
場
面
も
あ
っ
た
が
、
冷
静
さ
を

保
ち
見
事
命
中
さ
せ
る
と
競
技
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

続
く
「
個
人
機
動
」で
は
、
各
中
隊
参
加
希
望
者
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
参
加
に
て
行
わ
れ
、
定
め
ら
れ
た

コ
ー
ス
を
２
周
し
た
。
選
手
た
ち
は
日
頃
の
練

成
で
培
っ
た
滑
走
技
術
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

最
後
ま
で
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
た
。

最
後
の
種
目
「
分
隊
断
郊
」に
お
い
て
は
、

各
中
隊
５
名
１
組
の
三
個
分
隊
断
郊
の
リ
レ
ー

方
式
で
行
わ
れ
た
。
ア
ン
カ
ー
の
分
隊
に
は
中

隊
長
の
参
加
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
隊
長
自
ら
が
中
隊
の
名
誉
の
た
め
に
走
り
、

勝
利
を
追
求
し
た
。

競
技
会
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
選
手
は
額

に
汗
を
流
し
な
が
ら
疾
走
し
、
機
動
力
、
斜
面

滑
走
技
術
を
要
す
る
起
伏
の
激
し
い
コ
ー
ス
に

果
敢
に
挑
ん
で
い
た
。

閉
会
式
は
競
技
終
了
後
駐
屯
地
に
お
い
て
行

わ
れ
、
成
績
は
機
動
の
部（
ア
キ
オ
曳
行
・
分

隊
断
郊
）、
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
部
を
第
３
中
隊

が
全
て
制
し
見
事
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。

２
月
19
日（
日
）、駐
屯
地
体
育
館
及
び
Ｂ
庁
舎
に
お
い
て「
連

隊
創
立
67
周
年
記
念
行
事
」を
挙
行
し
た
。

記
念
式
典
に
先
立
ち
、
Ｂ
庁
舎
第
１
会
議
室
に
お
い
て
「
連

隊
長
感
謝
状
贈
呈
式
」が
行
わ
れ
、
平
素
か
ら
連
隊
の
発
展
の

た
め
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
個
人
及
び
団
体
に
対

し
、
連
隊
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。（
別
表
に
お
い
て

贈
呈
者
紹
介
）

引
き
続
き
、
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
「
連
隊
創
立
67
周
年

記
念
式
典
」が
執
り
行
わ
れ
、
翔
山
会
会
長　

小
嶋
信
一
様
、

Ｏ
Ｂ
会
会
長　

村
山
勝
明
様
を
は
じ
め
と
す
る
協
力
団
体
の
皆

様
及
び
感
謝
状
受
賞
者
の
皆
様
、
計
18
名
に
ご
臨
席
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
隊
員
約
２
５
０
名
が
参
加
し
た
。

式
典
に
お
い
て
、
執
行
者（
連
隊
長　

荒
木
１
佐
）は
「
本
式

典
を
挙
行
で
き
る
こ
と
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｅ
派
遣
海
賊
対
処
行
動
支

援
隊
警
衛
隊
要
員
も
含
め
、
所
属
す
る
全
隊
員
に
と
っ
て
光
栄

の
極
み
で
あ
る
。
引
き
続
き
連
隊
に
期
待
さ
れ
て
い
る
普
遍
的

な
任
務
・
役
割
を
連
隊
一
丸
と
な
り
着
実
に
果
た
し
、
国
民
の

負
託
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
誓
う
。」と
式
辞
を
述
べ
た
。ま
た
、

来
賓
祝
辞
で
は
、
翔
山
会
会
長　

小
嶋
様
、
Ｏ
Ｂ
会
会
長　

村

山
様
か
ら
お
祝
い
の
お
言
葉
及
び
連
隊
に
対
す
る
期
待
の
お
言

葉
を
頂
い
た
。

じ
後
、
広
報
室
が
作
成
し
た
令
和
４
年
度
の
20
連
隊
の
活
動

を
紹
介
す
る
動
画
が
放
映
さ
れ
、
来
賓
の
方
々
か
ら
は
「
自
衛

官
が
頑
張
る
姿
に
感
動
し
た
。」と
絶
賛
の
お
声
を
頂
き
、
連
隊

の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
、
ジ

ブ
チ
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
隊
員
た
ち
か
ら
届
い
た
創
立
記
念
日

を
祝
福
す
る
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
及
び
写
真
が
放
映
さ
れ
、
派
遣

隊
員
と
と
も
に
連
隊
の
隊
員
全
員
で
創
立
記
念
を
祝
う
こ
と
が

で
き
た
。

連
隊
は
本
行
事
を
通
じ
、
部
内
外
の
協
力
者
等
の
平
素
か
ら

の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

部
隊
の
伝
統
の
継
承
と
隊
員
の
更
な
る
飛
躍
・
発
展
を
祈
念
し
、

使
命
感
の
醸
成
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

「連隊朝礼及び令和５年連隊訓練始め」を実施「連隊朝礼及び令和５年連隊訓練始め」を実施

（
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
）

　
・
一
般
社
団
法
人　

国
際
空
手
道
連
盟　

極
真
会
館

理
事
長　
　

田
畑　

繁　

様

（
翔
山
会
）

　
・
株
式
会
社
天
童
木
工　
　
　
　
　
　

岸　

勝
寛　

様

（
援
護
功
労
企
業
）

　
・
寒
河
江
物
流
株
式
会
社　

様

　
・
株
式
会
社
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形　

様　

（
協
力
企
業
）

　
・
有
限
会
社
ス
ト
ー
電
機　

様

　
・
三
共
ア
ウ
ト
ド
ア
部　

様

（
連
隊
О
Ｂ
会
）

　
・
本
部
・
本
部
管
理
中
隊
支
部　
　

  

駒
沢
金
五
郎　

様

　
・
第
２
中
隊
支
部　
　
　
　
　
　
　

片
桐　

新
治　

様

　
・
第
４
中
隊
支
部　
　
　
　
　
　
　

植
松　
　

昇　

様

令
和
４
年
度
感
謝
状
贈
呈
者

成
績
紹
介

総
合
の
部

　

・
第
１
位　

第
３
中
隊

　

・
第
２
位　

第
４
中
隊

機
動
の
部（
ア
キ
オ
曳
行
）

　

・
第
１
位　

第
３
中
隊

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
部

　

・
第
１
位　

第
３
中
隊

　

・
第
２
位　

本
部
管
理
中
隊

機
動
の
部（
分
隊
断
郊
）　

　

・
第
１
位　

第
３
中
隊

　

・
第
２
位　

第
２
中
隊

個
人
機
動（
幹
部
・
陸
曹
）

　

・
第
１
位　

重
迫
撃
砲
中
隊　

金
子　

潤
希　
　

３
曹

　

・
第
２
位　

本
部
管
理
中
隊　

結
城　

駿
太　
　

３
曹

　

・
第
３
位　

第
１
中
隊　
　
　

関
口　

駿
太
郎　

曹
長

個
人
機
動（
陸
士
）

　

・
第
１
位　

第
３
中
隊　
　
　

高
橋　

一
史　
　

１
士

　

・
第
２
位　

第
３
中
隊　
　
　

奥
出　

昌
太　
　

士
長

　

・
第
３
位　

第
４
中
隊　
　
　

金
子　

瑞
希　
　

士
長

「
連
隊
創
立

「
連
隊
創
立
6767
周
年
記
念
行
事
」を
挙
行

周
年
記
念
行
事
」を
挙
行

ジブチからもお祝
いのメッセージ

ジブチからもお祝
いのメッセージ

連
隊
創
立
67
周
年
記
念
行
事
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
遠

く
ジ
ブ
チ
の
地
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
派
遣
隊
員
は
元
気
に
派
遣
任
務
を
遂
行
中
で
す
。
真
冬
で
も

連
日
30
度
を
超
え
る
中
で
基
地
警
備
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
に
も
多
岐

に
わ
た
る
任
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
在
ジ
ブ
チ
日
本
大
使
館

が
主
催
す
る
行
事
の
支
援
と
し
て
各
国
の
ゲ
ス
ト
に
対
し
花
笠
踊
り
を

披
露
し
、
大
盛
況
で
し
た
。
引
き
続
き
、
連
隊
の
代
表
と
し
て
着
実
に

任
務
を
遂
行
し
て
参
り
ま
す
。

一
回
り
も
二
回
り
も
自
衛
官
と
し
て
成
長
し
て
帰
国
し
ま
す
。

第
19
次
派
遣
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊
警
衛
隊　

一
同

ジ
ブ
チ
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

スキー機動に係る練度の向上を図
る

「「令和４年度 令和４年度 連隊スキー競技会」を実施連隊スキー競技会」を実施

連隊長感謝状贈呈式連隊長感謝状贈呈式

分隊断郊分隊断郊

個人機動個人機動

バイアスロンバイアスロン

アキオ曳行アキオ曳行

連隊長式辞連隊長式辞

令和４年度20連隊の活動動画を視聴令和４年度20連隊の活動動画を視聴



２
月
23
日（
木
・
祝
）、
天
童
市
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
第
18
回

第
６
師
団
音
楽
ま
つ
り
」に
、
連
隊
か
ら
花
笠
踊
り
に
20
名
、
師
団
隷
下
各
部
隊
で

編
成
さ
れ
た
ら
っ
ぱ
隊
に
２
名
、
そ
の
ほ
か
各
種
勤
務
員
が
参
加
し
た
。

公
演
は
午
前
と
午
後
の
２
回
公
演
が
実
施
さ
れ
、
第
６
音
楽
隊
の
演
奏
を
は
じ

め
、
船
岡
さ
く
ら
太
鼓
の
迫
力
あ
る
響
き
、
師
団
ら
っ
ぱ
隊
の
勇
壮
な
ド
リ
ル
演

奏
、
そ
し
て
20
連
隊
の
自
衛
官
ら
し
い
力
強
く
キ
レ
の
あ
る
花
笠
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
見
所
満
載
の
１
時
間
30
分
と
な
っ
た
。

公
演
終
了
後
に

は
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
た
ほ

か
、「
感
動
し
ま

し
た
！
」「
楽
し
い

時
間
を
あ
り
が
と

う
！
」な
ど
の
感
想

が
多
数
寄
せ
ら
れ

た
。花

笠
踊
り
に
踊

り
手
と
し
て
参
加

し
た
第
１
中
隊　

武
田
大
波
１
士（
東

根
市
）は
「
初

め
て
の
音
楽

ま
つ
り
参
加

で
し
た
が
、

自
分
も
楽
し

く
踊
る
こ
と

が
で
き
、
観

客
の
皆
様
に

も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
て

良
か
っ
た
。」

と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
た
。

２
月
５
日（
日
）か
ら
13
日（
月
）ま
で
の

間
、
新
庄
最
上
中
央
公
園
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
「
第
52
回
新
庄
雪
ま
つ
り
」に
お
い
て
メ

イ
ン
雪
像
制
作
、
会
場
準
備
、
車
両
展
示（
高

機
動
車
）及
び
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
協
力
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
第
１
中
隊　

渡
部
和

幸
１
曹
以
下
24
名
が
協
力
し
、
５
日
か
ら
メ

イ
ン
雪
像
制
作
を
開
始
し
、
作
業
は
日
中
か

ら
雪
が
固
ま
る
夜
間
ま
で
実
施
さ
れ
、
ア
ル

ミ
ス
コ
ッ
プ
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
巧
み
に
使

い
こ
な
し
、「
水
族
館
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

高
さ
７
ｍ
、
幅
18
ｍ
の
巨
大
雪
像
を
完
成
さ

せ
た
。
10
日（
金
）に
は
引
き
渡
し
式
が
行
わ

れ
、
メ
イ
ン
雪
像
が
主
催
者（
新
庄
雪
ま
つ

り
実
行
委
員
会
）に
引
き
渡
さ
れ
た
。

11
日（
土
・
祝
）、
12
日（
日
）の
イ
ベ
ン

ト
当
日
に
は
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
雪

像
周
辺
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
見

せ
、
雪
像
に
付
設
さ
れ
た
す
べ
り
台
で
は
子

供
達
が
歓
声
を
上
げ
て
楽
し
ん
で
い
た
。
ま

た
、
運
営
協
力
の
一
環
と
し
て
、
実
行
委
員

会
が
主
催
す
る
「
雪
上
運
動
会
」の
展
示
を
実

施
し
、
自
衛
官
ら
し
い
機
敏
な
動
作
を
見
せ
、

行
事
の
盛
り
上
が
り
に
一
役
買
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
自

衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
が
実
施
す
る
広
報

展
に
、
第
４
中
隊
の
大
場
蓮
士
長
、
星
川
翔

大
１
士
の
２
名
が
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
し
て
参

加
し
、
連
隊
の
活
動
紹
介
等
を
実
施
し
、
広

報
活
動
を
行
っ
た
。

連
隊
は
本
協
力
を
通
じ
、
地
域
住
民
の
自

衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
促
進
と
親
近
感
の
醸

成
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

・第４中隊
・髙橋　幸一　准尉
・２月28日付
・村山市在住

・本部管理中隊
・八鍬　賢一　准尉
・３月３日付
・東根市在住

永年の勤務、
お疲れ様でした。

定年退官者定年退官者
紹介紹介

・第４中隊
・服部　靖信　曹長
・３月３日付
・酒田市在住「「令和４年度令和４年度

第４次基礎となる部隊の訓練検閲」
第４次基礎となる部隊の訓練検閲」

をを実施　実施　

成
績
紹
介

【
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
訓
練
隊
】

第
59
回
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
日
本
選
手
権
大
会

〇
ジ
ュ
ニ
ア
４
・
５
ｋｍ
ス
プ
リ
ン
ト（
一
般
銃
）

　
・
第
２
位　

第
１
中
隊　
　

   

小
屋　

優
登　

士
長

〇
男
子
４
×
４
・
５
ｋｍ
リ
レ
ー（
一
般
銃
）

　
・
第
３
位　

第
20
普
通
科
連
隊

　
　
　
　
　

 　

第
１
中
隊　
　

片
倉　

将
也　

２
曹

　
　
　
　
　

 　

第
２
中
隊　
　

有
路　

圭
佑　

２
曹

　
　
　
　
　
　

 　

  

同　
　
　

 

阿
部　
　

譲　

３
曹

　
　
　
　
　
　

 　

  

同　
　
　

 

尾
崎　

光
輔　

３
曹

〇
男
子
４
×
４
・
５
ｋｍ
チ
ー
ム
コ
ン
ペ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン

　
・
第
１
位　

第
20
普
通
科
連
隊
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

 

第
２
中
隊　
　

阿
部　
　

譲　

３
曹

　
　
　
　
　
　

 　

  

同　
　
　

 

尾
崎　

光
輔　

３
曹

第
94
回
宮
様
ス
キ
ー
大
会
国
際
競
技
会
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

〇
男
子
４
・
５
ｋｍ
リ
レ
ー（
一
般
銃
）

　
・
第
３
位　

第
20
普
通
科
連
隊

　
　
　
　
　
　

 

第
１
中
隊　
　

片
倉　

将
也　

２
曹

　
　
　
　
　
　

 

第
２
中
隊　
　

有
路　

圭
佑　

２
曹

　
　
　
　
　
　

 　
  

同　
　
　

 

阿
部　
　

譲　

３
曹

　
　
　
　
　
　

 　
  

同　
　
　

 

尾
崎　

光
輔　

３
曹

【
拳
法
訓
練
隊
】

第
38
回
全
自
衛
隊
拳
法
選
手
権
大
会

〇
個
人
戦　

無
差
別
級　
　

　
・
第
８
位　

重
迫
撃
砲
中
隊　

千
田　

吉
則　

２
曹

【
駐
屯
地
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

令
和
４
年
度
全
自
衛
隊
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

〇
個
人
戦　

男
子
40
歳
ダ
ブ
ル
ス　

　
・
第
１
位　

本
部
管
理
中
隊　

富
澤　
　

拓　

１
曹

各種表彰
【師団長表彰】
〇第３級賞詞
（業務改善による功績）
・連隊本部　　　２佐　　佐々木　力
（職務遂行による功績）
・連隊本部　　　１尉　　羽根　優介
・本部管理中隊　准尉　　田澤　暢行
・第４中隊　　　１尉　　大東　侑史
・重迫撃砲中隊　１尉　　佐藤　俊輔

【連隊長表彰】
〇第４級賞詞
（災害派遣による功績）
・重迫撃砲中隊　２尉　　村岡　伴樹
（業務改善による功績）
・本部管理中隊　１曹　　北川　　忍
・　　同　　　　２曹　　加藤　達也
・　　同　　　　２曹　　大澤　裕仁
・第１中隊　　　曹長　　渡邊　真士
・　　同　　　　２曹　　下山　元喜
・　　同　　　　２曹　　沓澤　純一
・　　同　　　　２曹　　五十嵐祥倫
・　　同　　　　２曹　　滝口　智也
・　　同　　　　３曹　　山口　裕翼
・　　同　　　　３曹　　佐藤　雄太
・第２中隊　　　１尉　　天間　直哉
・　　同　　　　１尉　　吉田　祐紀
・第３中隊　　　２曹　　佐藤　友徳
・　　同　　　　３曹　　佐々木拓斗
・第４中隊　　　１曹　　島貫　義之
・重迫撃砲中隊　３曹　　田村　弘太
（職務遂行による功績）
・本部管理中隊　２曹　　菊地　茂矩
・　　同　　　　２曹　　長嶋祐二郎
・　　同　　　　２曹　　釼持　　翼
・　　同　　　　３曹　　髙橋　勝利
・　　同　　　　３曹　　三宅　　歩
・　　同　　　　３曹　　鈴木　卓也
・第１中隊　　　２尉　　西村　　健
・第２中隊　　　曹長　　三澤　潤一
・　　同　　　　２曹　　大山　　仁
・　　同　　　　２曹　　山科　聡之
・　　同　　　　３曹　　今野　真晴
・　　同　　　　３曹　　佐竹　広大
・第３中隊　　　２曹　　矢作　菜生
・　　同　　　　３曹　　岩崎　　徹
・　　同　　　　３曹　　斎藤　龍生
・第４中隊　　　２曹　　秋葉　　和
・　　同　　　　２曹　　荒澤　宏和
・　　同　　　　３曹　　渡邉真一郎
・　　同　　　　３曹　　渡邉　聖人
・重迫撃砲中隊　２尉　　村岡　伴樹
・　　同　　　　３曹　　佐竹　幸司
・　　同　　　　３曹　　髙橋　祐貴
（車両無事故走行５万キロメートルによる功績）
・本部管理中隊　２曹　　菊地　茂矩
・　　同　　　　２曹　　鈴木　大輔
・第１中隊　　　３曹　　千葉　泰寛

〇第５級賞詞
（災害派遣による功績）
・本部管理中隊　１曹　　稲村　光義
・第１中隊　　　１曹　　堀　　弘樹
・第２中隊　　　士長　　石山　就斗
・第３中隊　　　２曹　　佐藤　隆一
・第４中隊　　　２曹　　児玉　　俊
・重迫撃砲中隊　１尉　　佐藤　俊輔
・　　同　　　　３曹　　森　　　亘
（業務改善による功績）
・第２中隊　　　２曹　　有路　圭佑

【新庄市長及び新庄青年会議所理事長から感
謝状】
（第52回新庄雪まつりへの協力に対して）
・第20普通科連隊（イベント協力：第１中隊）

【連隊長褒章メダル】
（冬季検閲優秀隊員）
・第２中隊　　　２曹　　笠原　　篤
・　　同　　　　２曹　　斉藤　哲也
・　　同　　　　３曹　　丸子　大和
・　　同　　　　３曹　　志鎌　嘉徳
・　　同　　　　３曹　　鈴木　康平
・　　同　　　　士長　　柿㟢　寛栄

【令和５年度春の火災予防運動　標語優秀
隊員】
・第２中隊　　　１士　　甲州　大地
「後始末　出来る人こそ　喫煙者」
・　　同　　　　１士　　藤崎　創太
「気の緩み　その一瞬が　火事の元」

【第一生命主催「サラッと一句2022年防
衛省版わたしの川柳コンクール」良好賞】
・第４中隊　　　３曹　　佐藤　龍治
「背負うもの　職場　無線機　家　子供」

【陸上自衛隊部内広報紙「ARMY」年間写真
コンテスト　フォトオブザイヤー 2022】
（最優秀賞）
・本部管理中隊　３曹　　山田　　亮

【東北方面システム通信群長より褒賞状】
（令和４年度初級部隊暗号電信Ｂ課程に
おいて助教兼営内班長としての功績）
・本部管理中隊　３曹　　古俣　沙菜

【２月警衛勤務優秀らっぱ手】
・本部管理中隊　２曹　　榎本　幸司
（14日上番）
・本部管理中隊　３曹　　加藤　広大
（17日上番）
・第２中隊　　　士長　　若山　宗洋
（21日上番）
・第１中隊　　　３曹　　新田　　稜
（28日上番）
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４月行事予定

❷日（日）

・第6師団創隊61周年・

神町駐屯地創立67周年

記念行事�日（日）

・第67回山形県縦断駅伝協力�日（水）～�日（土・祝）

・令和５年度自衛官
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雪像引き渡し式雪像引き渡し式

師団らっぱ隊　第３中隊師団らっぱ隊　第３中隊
阿部　優弥　士長阿部　優弥　士長

師団らっぱ隊　本部管理中隊師団らっぱ隊　本部管理中隊
武田　里奈　士長武田　里奈　士長

迫力ある花笠踊り迫力ある花笠踊り

夜間も作業を実施夜間も作業を実施

雪上運動会の展示を行い雪上運動会の展示を行い
イベントを盛り上げたイベントを盛り上げた

リクルーターも活躍リクルーターも活躍

「「
第第
1818
回回  

第
６
師
団
音
楽
ま
つ
り
」に
参
加

第
６
師
団
音
楽
ま
つ
り
」に
参
加

天童に舞う天童に舞う
20連隊20連隊
花笠踊り花笠踊り大勢の観客の前で吹

奏 す る の は 初 め て
だったが、いい経験
になりました。今後
のらっぱ手任務の糧
にしたい。

吹奏後にたくさんの
拍手をいただき嬉し
かったです。とても
素晴らしい経験にな
りました。

「
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回
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力

回
新
庄
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協
力

今年も来たぞ！
自衛隊の巨大雪像


